
消防総務課　 775-1500・ 775-2230

　4月1日㈯から、上尾市は伊奈町から消防事務について委託を受けることになりました。これに伴い、伊奈町消防本
部は、上尾市東消防署伊奈分署として上尾市消防本部の組織になります。

上尾市東消防署伊奈分署（現伊奈町消防本部）

上尾市・伊奈町
消防広域化

●住民サービスの向上
・ 消防本部機能を1つに集約して人員配置を見直し、西消

防署に新たに指揮隊を配備します。これにより指揮体
制が向上し、現場の災害対応力の強化につながります。
また、救急車の台数が増えることから、より迅速な救急
対応が可能になります。

・ 署所配置や管轄区域の適正化により、特に市町の境付近で
は、消防車両などの現場到着時間の短縮が期待できます。
●消防体制の基盤の強化
　財政規模の拡大により、
単独で整備を行ってきた消
防車両などの財政負担が軽
減されます。 ©伊奈町

Q1 119番通報は何か変わりますか。
A1　 通報の受け付け体制は変わりませんので、ご安心くだ

さい。
Q2　施設整備などの予定はありますか。
A2　 消防広域化後8年以内に、伊奈町北部に署所の整備を進

めていく予定です。
Q3　届け出する書類などに変更はありますか。
A3　 出前講座｢応急手当｣｢火災から身を守る｣は、出前講

座受講申請書から職員派遣依頼書に変更します。
その他の書類に変更はありません。

Q4　消防団は何か変わりますか。
A4　 消防団は各市町の組織のため、広域化後も変わりませ

ん。上尾市消防団は上尾市に、伊奈消防団は伊奈町に
密着して火災や災害などに備え活動します。

消防広域化の効果

■消防広域化とは
　高齢化社会に伴う救急件数の増加、複雑・多様化するあらゆる災
害に対応するため、消防本部の規模の拡大により消防体制の整備・
強化、効率的な人員配置・財政運用を目的として行うものです。

新たな上尾市の消防体制

上尾市
消防本部

伊奈町
消防本部

上尾市
消防本部

管内人口 230,385人 45,021人 275,406人

管内面積 45.51㎢ 14.79㎢ 60.3㎢

職員定数 267人 61人 328人

消防署所数 1本部
2署4分署

1本部
1署

1本部
2署5分署

車両数
(緊急車両) 36台 9台 45台

救急車
7台➡9台

【広域化後の消防署所配置】
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上平分署 上尾市東消防署
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上尾市消防本部・東消防署

伊奈町小室4885
JR高崎線

上越新幹線

東北新幹線

現伊奈町
消防本部
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【消防本部の概要】(令和4年4月1日現在の数字で試算)
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